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第1949 回例会  

 

 

    

                              

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間 

／
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間 

令
和
６
年
９
月
17
日
（
火
） 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
64
名 

出
席
計
算
数 55

名
中
35
名
出
席 

出
席
率
63
・
64
％ 

前
々
回
出
席
率
90
・
16
％ 

 
 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介 

★
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
（
懇
親
会
） 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

臼
井
喜
生
さ
ん 

  

ゲ
ス
ト 

06-

07
年
度
Ｒ
財
団
国
際
親
善
奨
学

生
／
15-

17
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和

フ
ェ
ロ
ー 

 
 

澤
屋 

奈
津
子
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ホ
ス
ト
の
名
古
屋
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

飯
田 

昭
夫
・
岡
村 

隆
德 

鷲
津 

光
悦
・
戸
田 

貴
彦 

ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
澤
屋
奈
津

子
さ
ん
よ
う
こ
そ
！ 

 

木
村 

吉
伸 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
国
際
親
善
奨
学
生
及
び

ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
の
澤
屋 

奈
津
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
。 

吉
田 

隆
彦 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０
０
合
唱
団
第
32
回

演
奏
会
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た
。皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鬼
頭 

茂
成 

鬼
頭
さ
ん
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

堀
江 

英
弥 

  

４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

内
藤 

弘
康 

副
会
長 

藤
原 

一
朗 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

荒
川 

雅
義 

副
会
長 

内
藤 

貴
雄 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 会 

長 

飯
田 

昭
夫 

副
会
長 

松
本 

哲
朗 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

岡
崎 

達
也 

副
会
長 

安
藤 

一
佳 

  
会
長
挨
拶 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ
会
長 

内
藤 

弘
康
さ
ん 

 

本
日
は
９
月
17
日
、
名
古
屋
・
名
古

屋
中
・
名
古
屋
大
須
・
名
古
屋
栄
４
Ｒ

Ｃ
合
同
例
会
で
す
。
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
で
は

通
算
３
６
８
２
回
の
例
会
で
す
。
残
暑

厳
し
い
中
、
４
Ｒ
Ｃ
の
会
員
の
皆
様
に 

       

は
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
は
今
年
度
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
２
４
年

に
発
足
し
、
１
９
２
５
年
に
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
、
発
足
は
神
戸
Ｒ
Ｃ
の
方
が
少
し

早
い
よ
う
で
す
。し
か
し
、負
け
て
は
な

ら
ん
と
い
う
こ
と
で
必
死
に
な
っ
て
神

戸
Ｒ
Ｃ
よ
り
先
に
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の

認
証
を
受
け
、そ
の
結
果
東
京
、大
阪
に

次
い
で
３
番
目
に
認
証
さ
れ
た
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

先
々
週
、
東
京
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
１
０

０
周
年
の
ご
挨
拶
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
元
々
は
名
古
屋
全
域
が
名
古
屋
Ｒ

Ｃ
の
テ
リ
ト
リ
ー
で
し
た
。
そ
の
後
、

テ
リ
ト
リ
ー
ご
と
に
様
々
な
ク
ラ
ブ
が

設
立
さ
れ
て
、
以
来
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
は
中

区
を
本
拠
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
１
９
７
０
年
の
45
周
年
の

際
、
若
宮
大
通
を
境
と
し
て
中
区
を
分

断
し
、
若
宮
大
通
以
南
を
テ
リ
ト
リ
ー

と
す
る
新
ク
ラ
ブ
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
が
誕

生
致
し
ま
し
た
。
次
に
１
９
８
５
年
に

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
15
周
年
の
際
、
名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
１
９
９
０
年
の
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
65
周

年
の
際
、
夜
間
に
例
会
を
行
う
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
致
し

ま
し
た
。
同
Ｒ
Ｃ
の
設
立
に
は
名
古
屋

中
、
名
古
屋
大
須
両
Ｒ
Ｃ
の
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
。 

 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ
に
は
子
ク
ラ
ブ
、
孫
ク

ラ
ブ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
４

Ｒ
Ｃ
は
最
も
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
１

９
９
０
年
に
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
し

て
以
降
、
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
日
も
懇
親
を
深
め
、
有
意

義
な
例
会
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

  

幹
事
報
告
並
び
に
出
席
報
告
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 

幹
事 

矢
崎 

信
也 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

河
村 

嘉
希 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

木
村 

吉
伸 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

大
嶋 

秀
紀 

                

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
報
告 

 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

藤
本 

和
久 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

吉
田 

達
弘 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

石
田 

真
也 

1671 
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懇 

親 

会 

 
例
会
に
引
き
続
き
、
恒
例
の
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
安
藤 

一
佳
副
会
長
の
ご
発
声
に
て
乾
杯
が
行

わ
れ
、
立
食
形
式
で
の
歓
談
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
、
４
Ｒ
Ｃ
が
親
睦
の
輪
を
広

げ
ま
し
た
。 

  

乾 

杯 
 

 
 

 
 

 
 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
副
会
長 

 
 

 
 

安
藤 

一
佳
さ
ん 

        

ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
に
、
知
り
合
い

を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
奉
仕
の
機
会

と
す
る
こ
と
と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
す
。 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ
の
皆
様
、
本
日
は
そ
の
よ 

う
な
機
会
を
設
営
し
て
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
新

た
な
親
交
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

益
々
の
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
て─

─
─

乾
杯
！ 

 

 

  

 
  

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー 

 
 

 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 

渡
辺 

観
永 

去
る
９
月
12
日
（
木
）
18
時
30
分

よ
り
、
想
念
寺
（
熱
田
区
旗
屋
町
）
に
て

青
少
年
交
換
留
学
生
ク
レ
モ
ン
く
ん
の

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
や
ご
家
族
、
米
山
記
念

奨
学
生
ホ
ラ
ン
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
賑
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
費
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
も
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ク
レ
モ
ン
く
ん
が
日
本
で
行
き
た
い

場
所
は
、建
物
、特
に
伝
統
的
な
建
物
や

風
景
を
み
た
い
そ
う
で
す
。
在
籍
中
の

サ
ッ
カ
ー
部
が
忙
し
く
な
る
前
に
、
土
・ 

                

日
・
祝
日
で
一
緒
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

る
方
は
青
少
年
奉
仕
委
員
会
ま
で
お
声

か
け
下
さ
い
。
我
々
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や

ご
家
族
に
と
っ
て
も
、
気
づ
き
の
多
い

一
日
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
彼
の
留

学
生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

当
ク
ラ
ブ
の
青
少
年
交
換
事
業
へ
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
栄
や
名
駅
は
地
下
鉄
で
自
分
で
行
け
ま
す
。 

（
定
期
券
有
効
圏
内
） 

※
愛
知
県
外
へ
行
く
場
合
は
申
請
が
必
要
に 

な
り
ま
す
。 

 

10
月
３
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

９
月
30
日
（
月
） 

名
古
屋
中
・
大
須
・
栄
Ｒ
Ｃ
合
同 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問  

ガ
バ
ナ
ー 

 

吉
川 

公
章
さ
ん  

地
区
幹
事 

 

片
桐 

 

満
さ
ん  

（
名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ
） 

＊
ク
ラ
ブ
会
長
幹
事
懇
談
会 

11
時
30
分
～
12
時
10
分 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル  

10
月
10
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
仕
事
を
通
じ
て
幸
せ
に
な
る
た
め
の 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ナ
ー
」 

榊
原
陽
子
さ
ん  

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 
誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。                                    

                                   

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

名古屋大須ロータリークラブの皆さま 
 
今新幹線で東京に向かっています。今回は2度も例会にお呼びくださりどうもありがとうございました！！財団関連

で吉川ガバナーご夫妻はじめ色々なクラブの方たちともお会いすることができてとても良かったです！昨夜はあの

ままの格好で東京から名古屋に出張中の友人と食事に行ったのですが、レストランで食べていたところそこにいた
外国人の女性が近づいてきて「ロータリーって服に書いてあるけど、あなたロータリアンなの？」と！私の友人も 
元ロータリーの奨学生で、その旨お伝えし、その方はオーストラリアのロータリアンだそうでした       12日も17日も街で

服をじっと見されることが時々あっても声をかけられたのは初めて        私の友人、素晴らしい人でセネガルやニ  

ジェールのユニセフやJICAで働いていてその後慶應大学で教えていたのですがニジェールでワクチン接種のプロ

ジェクトをやっていたり、クーデター前までは何度かニジェールに来ていました。モーリタニアかセネガルへの出張で
会って以来、ロータリーの奨学生(平和フェローではありませんがノースキャロライナ大学に留学！)や公衆衛生や

母子保健の分野だったりと共通項が多く友人関係が続いています。慶應大学の契約が終わり、その後何と、トヨ
タ自動車に就職！！！！その出張です。今までの経験などからとても興味深いことにトヨタで関わることができて 
私から見るとこれまでの集大成でこれからもトヨタを通じて日本や世界に貢献していくのではないかなと。トヨタ自動

車で働いていらっしゃるロータリアンの方々ともお会いしたいそうで、もしご紹介していただけそうな方がいらっしゃれば
ぜひお知らせ頂けると嬉しいです。東京で働いていますが時々名古屋に出張もあるみたいでいつか卓話を聞く
機会があったらおもしろいかもしれません 笑 時々ロータリーからも呼ばれて卓話、しているみたいです。 
 

短い時間でしたが今回は2回もお会いすることができて本当に光栄です。どうもありがとうございました！ 
写真など、もし facebookでタグ付けできたらそちらもどうぞよろしくお願いいたします。 

 
2015-17年度 ロータリー平和フェロー 澤屋奈津子 


